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ガガイイドドブブッッククのの構構成成とと使使いい方方  
 
 

 地域づくりのための取組には、定まった“型”がありません。例えば、

十の地域があれば十通りの取組が生まれます。地域が持っている資源

―ものだけでなく人も含めて―は、地域固有のものなので、それを活

かした地域づくりを進めるということは、その進め方も地域独自のもの

となります。 

 

 本ガイドブックは、定まった“型”を示し、それにならってもらう、いわ

ゆる「マニュアル」ではありません。取組を進めるにあたって、どのよ

うな考え方で進めればよいか、発想のヒントを集めた「考え方の資料

集」です。 

 

 本ガイドブックは、地方行政の担当者を主な読者と想定しました。また、

地域の環境に関心があり、何かやってみたいと考えていられる方々には

参考になるでしょう。 

 

 本ガイドブックが指している「地域」とは、必ずしも行政区域（市町村）

だけを対象としているわけではありません。例えば、河川流域といった

広い範囲を対象とすることもありますし、市町村内の特定の地区を対象

とすることもあります。つまり、取り組むみなさんが、自ら対象とする「地

域」の範囲についても、考えることが大切なのです。 

 

 本ガイドブックは、抽象的な解説からはじまっていますが、読み進めて

いけば、具体的な内容になります。また、それぞれの章は、単独でも

理解できるようになっています。前から順番に読み進めていくだけでな

く、必要な部分だけ読まれても理解できるように、各章、各ページ（見

開き）の構成を工夫しました。 

 



  
 

ガイドブックの構成 

 このガイドブックは、大きく４ つの章からなる本編と、事例集および用語集によ

る資料編によって構成されています。 

 

 

 

 

  

 

 
 

 「持続可能な地域づくり」について、環境配慮と地域づくりの関係につ

いて示しました。 

第１章（導入編） 

 
 

 「持続可能な地域づくり」を進めるにあたっての、考え方のプロセスを

示しました。 

第２章（プロセス編） 

 
 

 プロセス編で提示した段階ごとに活用できる手法について、事例を交え

ながら示しました。 

第３章（手法編） 

 
 

 「持続可能な地域づくり」にあたって、身近なテーマを挙げて、その

テーマをもとにした展開の仕方の一例を示しました。 

第４章（展開編） 

 
 

 第４ 章（展開編）で扱ったテーマを中心とした事例を紹介した事例集

と、本編で用いられている主な用語を解説した用語集を設けました。 

資料編 
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地域づくりを進めるう
えで、入口となるテー
マを見つけるための
プロセスを提示します

身近ではじめること
ができるような取組の
方法と事例を紹介し
ます

取組を深め、拡げ
て、地域づくりを支え
るためのしくみづくり
の方法と事例を紹介
します

取組を総合的、体系
的なものとしていくた
めのサイクルを提示
します

３．それぞれの段階での取組
（手法編）

２．「持続可能な地域づくり」を進めましょう（プロセス編）

４．テーマごとの 　
地域づくりの
　　進め方
（展開編）

事例集

１．「持続可能な地域づくり」を目指しましょう（導入編）

用語集

地域づくりを進めるプロセスを提示します

「地球温暖化防止
　　　　　　　　・エネルギー」
「交通・大気」
「ものの循環」
「水質・水循環」
「経験（環境問題克服）」
「美観」
「生物多様性・自然」
「歴史文化」
の８つのテーマを取り上
げ、地域づくりの展開の仕
方について、ぞれぞれの
例を提示します

４．展開編で取り上げた８つのテーマを中心とした事例を紹介するととも
に、それぞれの事例について、２．プロセス編と３．手法編を対応させた
「活動の歩み」を提示します
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ガイドブックの全体構成 



  
 

ガイドブックの使い方 

 
 本ガイドブックは、様々な使い方があります。読み物として活用する方法もあり

ますが、資料集として事典代わりに活用することもできます。そのような使い方の

一例について、以下に示しました。みなさんも自分なりの活用方法を見つけ出して

みてください。そして、本ガイドブックを有効に活用してください。 

 
 
 

 
 

⇒導入編から順番に読み進めていくのが良いでしょう。抽象論か
らはじまりますが、徐々に具体的な内容になります。最後まで読
み通せば、ひととおりの理解が図れます。

活用例：ガイドブックを順番に読み通す １

導
入
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２
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法
編

４

展
開
編

事
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①　「持続可能な地域づくり」とは何なのか、はじめから理解してみたい人

②　「持続可能な地域づくり」に取り組むにあたり、具体的なヒントを得たい人

※他にも、プロセス編の前半部分に戻って読み直すことで、これまでの取組を振り返ることもできます。

③　「持続可能な地域づくり」をすでにはじめていて、さらに発展させたい人

⇒プロセス編、手法編では、一歩進んだ段階からの取組について
参考になることもまとめています。展開編では、テーマごとに一
歩進んだ取組のイメージを提示しています。

活用例：一歩進んだ段階の取組を中心に参照する １
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⇒プロセス編では考え方が、手法編では具体的な手法が、展開編
ではテーマごとの展開例が、事例編では取組事例が載っている
ので、必要な部分を参照する「事典」として活用できます。

活用例：各編を個別に参照する １

導
入
編

２

プロ
セス
編

４

展
開
編

事

例
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３

手
法
編

ガイドブックの使い方（例）のイメージ 


